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　７チーム参加のもと、秋季トーナメント大会が10
月20日から31日にかけて開催されました。�
　決勝戦は準決勝で前大会優勝の和田マリナーズ
を破った峰ギンザーズと、全試合コールド勝ちで決
勝にコマを進めた若宮カグラーズの戦いとなりました。
序盤は若宮のペースで進みましたが、４回表に峰が
一挙４点を入れ、そのまま逃げ切りました。�
�

　第７９回、西郷区ミニバレーボール協会主催の
大会が、１０月３０日（日）北郷区総合交流センター
で開催されました。今回の参加チーム数は、５０代
が１３チーム（６７名）、６０代が７チーム（３４名）の総
勢１０１名で熱戦が繰り広げられました。５０代は前
回同様３コートに分かれ、各コートからの勝ち上が
りチームを、巴戦で決勝戦の組み合わせをしたと
ころ、３チームともに１勝１敗となり、得失点差で前
回の優勝チームとんとんＡが７月に続き見事に２連
覇、優勝杯を手にすることが出来ました。すばらし
い決勝戦を拝見させて戴きました。また６０代は７
チームを１コートで総当たり戦として、年齢と体力
を考慮し２セットまでの試合として同点の時は、得
失点差で優勝チームを決定する事にしました。そ
の結果わずか４点差で田代愛好会が２連覇、優勝
しました。年齢が６０歳以上とは言えさすがに、各
チーム６試合の１２セットは、皆さん疲れが出てた
ようでした。また、今回の大会は１点の重みを感じ
させられる試合ばかりのように思いました。・・・お
疲れ様でした。　　　　　　　　　　　　　　
　次回８０回大会は、来年１月１５日を計画してい
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　�
�

西郷区・新本祐希さんが生産した雌子牛「みさとふく６７号」�

　
去
る
10
月
28
日（
金
）に
延
岡
家
畜
市
場
で
開

催
さ
れ
た
11
月
期
子
牛
郡
共
進
会
に
於
い
て
、

西
郷
区
・
新
本
祐
希
さ
ん
が
生
産
し
た
雌
子
牛

「
み
さ
と
ふ
く
67
号
」（
忠
富
士
×
福
之
国
×
福

桜
）が
優
等
五
席
を
受
賞
し
ま
し
た
。�

　
新
本
さ
ん
は
、
常
に
発
育
良
好
な
素
晴
ら
し

い
子
牛
を
生
産
さ
れ
て
お
り
、
郡
共
進
会
に
も

常
連
で
、
今
回
久
し
ぶ
り
の
優
等
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。�

　
日
頃
の
飼
育
管
理
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。�

（
農
業
振
興
課
）�

��
　
西
郷
区
和
田
子
育
連
と
和
田
老
人
ク
ラ
ブ
が
、
10

月
２
日（
日
）に
世
代
間
交
流
学
習
と
し
て
稲
刈
り
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
交
流
学
習
は
10
年
間
続
け
ら
れ
て

お
り
、
稲
刈
り
は
今
回
で
７
回
目
と
な
り
ま
す
。�

　
子
ど
も
達
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
鎌
の
使
い
方
や

稲
の
か
け
方
な
ど
の
指
導
を
受
け
、一
生
懸
命
農
作
業

を
行
い
ま
し
た
。�

　
収
穫
さ
れ
た
も
ち
米
は
11
月
５
日
の
和
田
神
社
で

行
わ
れ
た
餅
つ
き
大
会
で
使
用
さ
れ
、
み
ん
な
で
収
穫

の
喜
び
を
味
わ
い
ま
し
た
。�

�

　
10
月
22
日（
土
）の
午
後
６
時
か
ら
西
郷
図
書
館
に

お
い
て
お
は
な
し
サ
ー
ク
ル
ス
マ
イ
ル
虹
に
よ
る「
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
を
た
の
し
も
う
！
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
親
子
や
友
達
同
士
で
参
加
し
た
約
１
０
０
名
の
参

加
者
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
で
ラ
ン
タ
ン
を
作
っ
た
り
、

帽
子
や
マ
ン
ト
を
着
け
て
仮
装
し
お
菓
子
の
森
を
探

検
し
た
り
、ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ら
し
い
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ク
メ
ン（
育
男
）パ
パ
や
マ
マ

に
よ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、
ク
イ
ズ
や
影
絵

も
あ
り
、
参
加
者
は

楽
し
い
思
い
出
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�
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平成23年12月（14）�平成23年12月（15）�

今
月
は
北
郷
図
書
館
か
ら
オ
ス
ス
メ
の

２
冊
を
紹
介
し
ま
す
。
�

�
歳入決算額がら歳出決算額を差引いた金額から翌年度に繰越す金額を差引いた金額
になります。��
実質的な翌年度の繰越金のことです。　�

歳入総額のうち『前年度からの繰越金』を除く収入から支出を差引いた金額です。前年
度と当該年度の繰越金の差額がこの金額になります。この数字がマイナスなると繰越
金が減ったことになります。�

『経常経費充当一般財源』を『経常一般財源』で割ったものです。��
※『経常費充当一般財源』とは　��
　一般家庭に例えると、生活に必要な支出（食費、衣料費、水道光熱費、教育費、家
等の簡単な修繕）になります。家族旅行、車やぜいたく品の購入、お祝い事等の臨時
的な支出は含みません。��
※『経常一般財源』とは��
　サラリーマン家庭に例えると、必ず定期的に入る給料やボーナスの通常収入や定期
的に入る援助金を加えた収入になります。宝くじの当選金、土地売払の収入やお祝い
金等の臨時収入は含みません。�

一般会計の借金の返済金額から『※６標準財政規模』で割った数値です。��
※サラリーマン家庭に例えると、『必ず定期的に入る給料やボーナスの通常収入や定
期的に入る援助金を加えた収入』に対する、『その家庭の借金返済額』の割合です。�

歳入決算額�
10,047,334 �
1,114,451 �
14,513 �
958,219 �
186,627 �
135,835 �
194,046 �
404,836 �
500,836 �
55,210 �

13,611,907 

歳出決算額�
9,804,493 �
1,074,330 �
14,513 �
901,166 �
174,372 �
122,979 �
192,053 �
364,887 �
497,640 �
43,312 �

13,189,745 

形式収支　�
(歳入歳出差引) �

242,841 �
40,121 �

0 �
57,053 �
12,255 �
12,856 �
1,993 �
39,949 �
3,196 �
11,898 �
422,162 

翌年度へ繰  �
越すべき財源 �

39,278 �
�
�
�

4,379 �
�
�

1,735 �
�
�

45,392 

実質収支 　�
(翌年度繰越額)�

203,563 �
40,121 �

0 �
57,053 �
7,876 �
12,856 �
1,993 �
38,214 �
3,196 �
11,898 �
376,770 

　  平成22年度　   �
203,563  �
14,555 �
84.1  �
12.0  �
16.3  �

9,725,042 

　  平成21年度　  �
189,008  �

▲ 155,441 �
91.0  �
14.9  �
19.2  �

10,001,639 

増減額またはポイント�
14,555�
169,996�
▲ 6.9�
▲ 2.9�
▲ 2.9�

▲ 276,597

区 分  �
実 質 収 支 額 （千円） ※１�
単 年 度 収 支 額 （千円） ※２�
経 常 収 支 比 率 （％） ※３�
公　債　費　比　率（％） ※４�
実質公債費比率（％） ※５�
起 債 残 高（ 借 金 残 高 ） �

会 計 名  �
一 般 会 計  �
国民健康保険事業 特別会計 �
老人保健事業特別会計  �
介護保険事業特別会計  �
簡易水道事業特別会計  �
農業集落排水事業特別会計 �

後期高齢者医療事業特別会計 �
国民健康保険診療所事業特別会計 �
国民健康保険病院事業会計 収益�
国民健康保険病院事業会計 資本�
合 　 　 　 　 　 計  �

(単位：千円）�

(単位：千円）�

一般会計の他に特別会計や一部事務組合の借金を含んだ返済金額から『※２　標
準財政規模』で割った数値です。��
※家庭で例えると、『必ず定期的に入る給料やボーナスの通常収入や定期的に入る
援助金を加えた収入』に対する、『その家庭の借金返済額の他、扶養義務のある子
供や親の借金返済額を加えた金額』の割合です。�

町の標準的な状態で通常収入されるであろう一般財源の規模。��
町税、譲与税、交付金、普通交付税の合計になります。��
※サラリーマン家庭に例えると、必ず定期的に入る給料やボーナスの通常の収入に
定期的に入る援助金(生活保護費、子供手当、仕送り）を加えた収入のことです。�

町が一年間で標準的な水準で行政を行うために必要な経費に対して税収等の割合
です。��
この数値が１を超えると普通交付税がもらえない団体になります。��
※サラリーマン家庭に例えると、『生活に必要な支出（食費、衣料費、水道光熱費、
教育費、家等の簡単な修繕）』に対する、『給料やボーナスの通常の収入（援助金を
除きます）』の割合です。�

住基人口�

(H23.3.31）�

401,658�

170,969�

132,854�

58,655�

48,975�

64,202�

21,062�

33,437�

22,140�

25,228�

10,506�

21,308�

7,599�

21,379�

18,536�

1,256�

5,399�

17,134�

11,551�

19,170�

1,969�

3,225�

6,540�

13,881�

4,734�

4,500�

953,952�

193,915�

1,147,867

歳   入�

決算額�

155,636�

75,077�

58,074�

28,116�

26,035�

29,444�

11,765�

17,904�

11,674�

9,719�

5,726�

9,394�

4,491�

7,812�

9,684�

2,762�

4,980�

7,884�

5,445�

7,515�

4,553�

7,299�

10,047�

10,944�

7,008�

4,099�

413,725�

119,362�

533,087

歳   出�

決算額�

152,826�

72,568�

56,249�

27,243�

25,005�

28,388�

11,492�

17,239�

11,311�

9,381�

5,590�

9,073�

4,190�

7,291�

9,311�

2,668�

4,768�

7,656�

5,261�

7,282�

4,181�

6,215�

9,804�

10,756�

6,816�

3,844�

402,321�

114,087�

516,408

実　質�

収　支�

1,860�

1,132�

1,443�

704�

898�

899�

248�

508�

316�

282�

98�

293�

202�

481�

281�

84�

184�

184�

136�

186�

143�

227�

204�

117�

48�

58�

8,008�

3,208�

11,216

単年度�

収　支�

▲ 298�

36�

232�

283�

294�

7�

▲ 24�

148�

37�

8�

▲ 3�

▲ 39�

32�

145�

32�

▲ 6�

▲ 960�

104�

16�

3�

▲ 111�

▲ 80�

15�

▲ 105�

2�

4�

715�

▲ 943�

▲ 228

実質公債�

費比率 �

12.0�

11.2�

12.4�

15.7�

13.7�

15.2�

12.4�

12.7�

8.8�

9.8�

15.4�

11.1�

14.6�

17.2�

11.4�

9.3�

9.7�

14.2�

17.0�

7.0�

14.6�

14.3�

16.3�

8.6�

14.4�

13.5�

12.7�

12.8�

12.8

標準財政�

規模※６�

88,787�

42,452�

33,154�

16,728�

15,054�

15,472�

7,082�

9,016�

6,748�

5,374�

3,750�

5,274�

2,770�

4,837�

4,198�

1,445�

2,831�

4,616�

3,509�

4,251�

2,166�

2,937�

5,707�

5,020�

3,343�

2,601�

234,493�

64,629�

299,122

財政力�

指数※７�

0.625�

0.498�

0.484�

0.371�

0.349�

0.476�

0.259�

0.354�

0.327�

0.409�

0.239�

0.471�

0.231�

0.523�

0.423�

0.135�

1.057�

0.360�

0.269�

0.387�

0.174�

0.184�

0.147�

0.222�

0.139�

0.126�

0.504�

0.326�

0.464

経常収支�

比   率 �

90.1�

85.7�

86.1�

92.0�

88.3�

90.8�

92.6�

87.8�

91.4�

86.0�

89.8�

85.0�

90.0�

84.0�

79.4�

71.1�

71.7�

86.6�

82.4�

83.6�

78.0�

73.5�

84.0�

80.1�

78.5�

74.4�

89.4�

81.1�

84.0

基金残高�

22年度末�

25,607�

22,414�

13,230�

3,627�

5,238�

6,448�

2,710�

5,704�

6,360�

2,560�

2,098�

1,841�

895�

1,397�

2,605�

2,570�

2,802�

3,028�

1,310�

2,596�

2,456�

2,932�

3,986�

2,450�

2,237�

2,066�

91,338�

39,829�

131,167

起債残高�

22年度末�

211,854�

78,268�

67,344�

33,250�

29,227�

35,557�

9,972�

11,474�

7,462�

6,640�

6,772�

9,743�

5,168�

6,952�

6,320�

2,140�

3,342�

6,748�

5,444�

5,377�

3,653�

5,943�

9,725�

7,738�

6,400�

3,310�

484,408�

101,415�

585,823

※基金は、積立金のことを言います。　ここで記載してある基金残高は、一般会計で取崩しの可能な基金の金額になります。   �
※起債とは、借金のことを言います。ここに記載してある起債残高は、一般会計のみです。特別会計分は、除いています。   

�

（単位：百万円、％）�



平成23年11月（16）�平成23年11月（17）�

�

ヒシクイ�
マガン�
シジュウカラガン�
�
ノスリ�
クマタカ�
サシバ�
�
チョウゲンボウ�
�
カンムリカイツブリ�
�
バン�
�
ナベヅル�
�
�
�
ホシハジロ�
スズガモ�
�
フクロウ�

コブハクチョウ�
オオハクチョウ�
コハクチョウ�
�
オオタカ�
ハイタカ�
チュウヒ�
�
ハヤブサ�
�
カイツブリ�
�
オオバン�
�
タンチョウ�
�
ユリカモメ�
�
マガモ�
オナガガモ�
�
ワシミミズク�
コノハズク�
�
�
�

オシドリ�
キンクロハジロ�
�
�
オジロワシ�
オオワシ�
�
�
�
�
ハジロカイツブリ�
�
�
�
マナヅル�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

カモ科�

�

�
タカ科�

�

ハヤブサ科�

�カイツブリ科�

クイナ科�

ツル科�

�カモメ科�

�
カモ科�

�

フクロウ科�

�

�

カモ目�

�

�

タカ目�

�

�
カイツブリ目�

�
�
ツル目�

�

チドリ目�

�
カモ目�

�

フクロウ目�

�

�

�

カワウ�
�
アオサギ�
ダイサギ�
�
カルガモ�
コガモ�
�
セグロカモメ�
ウミネコ等�
�
トビ等�
�
コミズズク等�
�

�
�
アマサギ�
ゴイサギ�
�
ヒドリガモ等�
（リスク種１，２以外全種）�
�
（リスク種１，２以外全種）�
�
�
（リスク種１，２以外全種）�
�
（リスク種１，２以外全種）�
�

�
�
コサギ等全種�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

カワウ科�

�
サギ科�

�

カモ科�

�

カモメ科�

�

�

ペリカン目�

�
コウノトリ目�

�

カモ目�

�

チドリ目�

タカ目�

�
フクロウ目�
�

�

�

�

�

�

�

・ 上記以外の鳥種すべて。�
・ 猛禽類以外の陸鳥類については、ハシブトガラス以外は国内では感染例が知られておらず、海外
　でも感染例は多くないことからその他の種とする。�
・ 多数の死亡が見られた場合や平成１６年のハシブトガラスのように感染死体を食べた等、感染が
　疑われる状況があった場合に検査することとする。�
�



平成23年12月（18）�平成23年12月（19）�

西
　
　
郷�

北
　
　
郷�

�

�

　新しい法律により支給要件等が変更になり、平成２３年９月まで美郷町で子ども手当を受給していて平
成２３年１０月１日現在で美郷町にお住まいの方については、すでに申請書（認定請求書）を自宅に郵送し
ています。まだ申請書を提出されていない方は、各支所のこども手当担当に提出してください。（公務員の
方は勤務先へ申請してください。）�
　なお、該当するのに申請書が届いていない方等は下記にお問い合わせください。                     

　　　　子ども手当月額     �
一律　１５，０００円     �
第１子・第２子   10,000  円�
第３子以降   15,000  円�
１０，０００円            

　南郷認知症予防教室では「料理」と「ウォーキング」
に取り組んでいます。�
今回は料理プログラムの様子をご報告します。平均
年齢７６．９歳と人生の奥深い経験をもとに参加者１
１人の知恵を結集し、毎週木曜日にグループでのおし
ゃべりの中から「いわし」と「なす」をメイン食材にした
世界に１つしかないレシピ３品を創作いたしました。
献立名もみんなで考えたのです。では、ご紹介しまし
ょう。�
�
　写真上段の左は「ナスの春巻き」下段が「いわしの
寒天よせ」上段右が「ナスのカレー風味」です。レシ
ピ集を作るにあたり「若葉の会」というグループ名が

命名されました。�
　オリジナルレシピはメンバーのさまざまな考え方をまとめる作業から始まり、時には個人宅に集まって試
行錯誤の上、何度も試作を繰り返したりもしました。結果、写真で紹介した料理が生まれたわけですが、
今回の料理が普通の料理と大きく異なる点は、調理方法をカードを引いて決めている点です。例えば料
理の形状を決めるのもカードを引いて「液状」なのか「ペースト」なのか・・等を決定します。加熱方法（生、
蒸す、焼く、天火焼き、煮る・・等）、食材形状（絡める、包む、固める・・等）も同様に決定するのです。この
ことからメンバーの皆さんが今まで体験したことのない調理方法により「独創的な料理」が完成することに
なりました。�
　味付けにおいても数種類の調味料から分量を皆で考えた上で美味しく仕上げました。�
　人は性や年齢に関係なく、皆でいろいろ考えることで脳と心の活性化が促せると言われています。人の
意見に耳を傾けながら手順を考え、注意を切り替えつつ配慮する調理方法は注意分割機能の強化といわ
れ大変な作業でしたが、皆さん悩みながらも乗り越えられたことは素晴らしく賞賛に値するものと思いました。�
　今、メンバーの皆さんはオリジナルレシピ完成を機に、グループ名を「若葉の会」と命名し、早速、第2弾の
レシピ集製作に向け創作活動に挑戦中です。�
　最後に、メンバーの方が創作の合間に詠まれた作品を紹介させいただきます。メンバーの心象風景を表し
た素晴らしい一句です。�
�

�

　林業の仕事をしていたことがありませんか？�
　林退共制度に加入していたが、退職金をまだ受け取っていない方を探しています。�
　以前、林業の仕事をしていたが、ご自身が林退共へ加入していたか分からない方についても、お調べ
します。�
　また、罹災された共済契約者及び被共済者の皆様に対し、各種手続き（共済手帳の紛失、退職金の請
求等）の必要が生じた場合は、できうる限りの範囲において速やかに対応したいと考えておりますので、
最寄の支部又は本部へお問い合わせ、ご相談くださいますようお願いいたします。�

　【お問い合わせ先】�
　　独立行政法人勤労者退職金共済機構　林業退職金共済事業本部�
　　〒１０５-００１１　東京都港区芝公園１-７-６　退職金機構ビル�
　　1０３-５４００-４３３４　FAX ０３-３４３２-５８６８�
　○詳しくはホームページでもご案　内しております。�
　　http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/�
�
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